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平成２７年度当初予算（案）の概要 

  当初予算（案）の特徴 

 平成２７年度当初予算(案)は、 

 

 昨年の「ＥＳＤに関するユネスコ世界会議」の開催や岡山駅前

への大型商業施設の開業といった大きなインパクトに、ハード・

ソフト両面から様々な政策を実施したことにより、賑わいの創出

やまちづくりへの期待の高まりなど、前向きな変化とそれに伴う

新たな動きが生まれています。 

 

 この動きを、より確かなものとするため、平成２７年度当初予

算（案）では、「住みやすさ」「力強さ」「安全・安心」の３つの視点

を大切に、市民と協働しながら、市民生活の充実と岡山市の発

展に資する政策を一つひとつ着実に進めてまいります。 

 

 また、岡山市は今後、市政運営の羅針盤となる総合計画や、

将来的な人口減少に歯止めをかけるための「まち・ひと・しごと

創生総合戦略」を策定し、活力ある持続可能なまちづくりを進め

るとともに、広域連携の拠点都市として圏域全体を牽引し、住民

の暮らしを支える役割を果たす必要があります。 

 

 こうしたことから、平成２７年度当初予算（案）では、魅力ある中

心市街地を創出し、合わせて周辺地域の振興や活力とにぎわ

いのある国内外に開かれたまちづくりに取り組むとともに、女性

が輝き、安心して子育てできる、そして知・徳・体の調和のとれた

自立した子どもを育てられるまちづくり、医療の強みをいかしな

がら、ともに支え合う健康・福祉のまちづくり、歴史と文化が薫る

誇りと一体感が持てるまちづくり、災害に強い安全・安心なまち

づくりなど、いま行うべき取組を着実に前進させることに重点を

置いて編成しております。 
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 ■ 一般会計、特別会計、事業会計を合わせた総額は５，４７６億円 
                （対前年度比６９億円、１．３％の増） 
 
 ■ 一般会計は、昨年度を４１億円上回る過去最高額、３年連続の増加 
                （対前年度比１．５％の増） 

（単位：百万円）

平成27年度 平成26年度
当初予算(案) 当初予算

一 般 会 計 284,806 280,727 4,079 1.5% 

特 別 会 計 193,165 188,880 4,285 2.3% 

事 業 会 計 69,653 71,121 △1,468 △ 2.1% 

合 計 547,624 540,728 6,896 1.3% 

区 分 増 減 額 対前年度比

  当初予算（案）の規模 

一般会計
2,848

特別会計
1,932

事業会計
696

平成２７年度当初予算(案) 全会計総額

５,４７６億円

226,782
210,632 221,236 221,775 228,204 

241,355 
255,484 255,266 

270,130 280,727 284,806 

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27案

一般会計の当初予算額推移（百万円）
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歳入・歳出予算の内訳（一般会計） 

 ■ 市税は、景気の持ち直しによる給与・その他個人所得の増加などにより 

                                   対前年度比で１１億円の増（＋１．０％） 

 ■ 地方譲与税・交付金は、地方消費税率の引上げ後の地方消費税交付金の増加 

                                  などにより同４９億円の増（＋２７．５％）  

 ■ 臨時財政対策債を含む実質的な地方交付税は地方消費税交付金の増加などにより 

                                          同２９億円の減（△６．３％） 

 ■ 国・県支出金は、子ども・子育て支援新制度移行に伴う県支出金の増加などにより 

                                          同１５億円の増（＋２．４％） 

 ■ 市債は、地方消費税交付金の増加などによる臨時財政対策債の減少により 

                                          同２０億円の減（△４．５％） 

         （臨時財政対策債を除いた市債は同程度の２３１億円）  

【その他の項目】 

 ■ 財政調整基金繰入金は、前年度比で２億円の増（＋６．３％） 

               ＜H２７ ３９億円 H２６ ３７億円＞ 

 ■ 公共施設等整備基金繰入金は、前年と同額 ＜H２７ ２０億円 H２６ ２０億円＞ 

  歳入予算（案）の内訳 

市税

1,121 億円

国・県支出金

635 億円

市債

431 億円

地方交付税

230 億円

地方譲与税・

交付金

228 億円
その他

203 億円

平成２７年度当初予算（案） 歳入総額 ２，８４８億円

平成27年度 構成比 平成26年度 構成比 増　減　額 対前年度比

112,141 39.4% 111,034 39.6% 1,107 1.0% 

22,793 8.0% 17,870 6.3% 4,923 27.5% 

23,000 8.1% 23,900 8.5% △ 900 △3.8% 

63,493 22.3% 62,004 22.1% 1,489 2.4% 

43,083 15.1% 45,108 16.1% △ 2,025 △4.5% 

うち臨時財政対策債 20,000 7.0% 22,000 7.8% △ 2,000 △9.1% 

うち上記以外 23,083 8.1% 23,108 8.3% △ 25 △0.1% 

264,510 92.9% 259,916 92.6% 4,594 1.8% 

20,296 7.1% 20,811 7.4% △ 515 △2.5% 

284,806 100.0% 280,727 100.0% 4,079 1.5% 合　　　計

（単位：百万円）

市　　　　　税

地方譲与税・交付金

地方交付税

国・県支出金

市　　　　　債

小　　　計

その他

区　　分
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 【増要因】 

   ■ 物件費は、社会保障・税番号制度への対応や基幹業務システムの最適化等に伴う 

     情報システムの改修の増加などにより対前年度比で２２億円の増（＋７．１％） 

   ■ 普通建設事業費は、市有施設の耐震化の推進や、岡山操車場跡地の整備の推進 

                                   などにより同１３億円の増（＋２．７％） 

   ■ 人件費は、退職見込者数の増加や昨年の給与改定などにより 

                                         同１３億円の増（＋３．０％） 

   ■ 繰出金は、高齢化等に伴う保険医療特別会計への繰出金の増加により 

                                         同１２億円の増（＋５．１％） 

 【減要因】 

   ■ 公債費は、市債の借入れ抑制などにより同２０億円の減（△５．７％） 

   ■ 扶助費は、臨時福祉給付金等の減少により同４億円の減（△０．５％） 

(臨時福祉給付金等の影響を除くと、子ども・子育て支援新制度移行に伴う給付費等 

                        の増加などにより同１０億円の増（＋１．4％）) 

  歳出予算（案）〔性質別〕の内訳 

（単位：百万円）

普通建設事業費

災害復旧事業費

小　　　計

投 資 的
経     費

その他の
経　　　費

小　　　計 84,125 29.6% 80,270 28.6% 3,855 4.8%

6.7% 18,747 6.7% 210 1.1%

繰出金 24,635 8.6% 23,445 8.3% 1,190 5.1%

47,315 16.6% 46,059

合　　　　　　計 284,806 100.0% 280,727 100.0% 4,079 1.5%

その他 6,898 2.5% 6,679 2.4% 219 3.3%

補助費等 18,957

0.0% 0.0% 0

47,315 16.6% 46,059 16.4% 1,256 2.7%

16.4% 1,256 2.7%

物件費 33,635 11.8% 31,399 11.2% 2,236 7.1%

11.4% 34,543 12.3% △ 1,962 △ 5.7%

小　　　計 153,366 53.8% 154,398 55.0% △ 1,032 △ 0.7%

区　　　　　　　　分 平成27年度 構成比 平成26年度 構成比 増　減　額 対前年度比

義 務 的
経　　 費

人件費 46,252 16.2% 44,923 16.0% 1,329 3.0%

扶助費 74,533 26.2% 74,932 26.7% △ 399 △ 0.5%

公債費 32,581

― ― ―

扶助費

745 億円

473 億円
人件費

463 億円

物件費

336 億円

公債費

326 億円

繰出金

246 億円

補助費等

190 億円

その他

69 億円

平成２７年度当初予算（案） 歳出総額 ２，８４８億円

普通建設事業費
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 ■ 民生費は、 

     ・高齢化等に伴う保険医療特別会計への繰出金の増加 

                                などにより同１４億円の増（＋１．２％） 

 ■ 土木費は、 

     ・岡山操車場跡地整備推進事業（市営住宅・社会福祉施設導入区域）の増加 

             などにより同１２億円の増（＋２．８％） 

 ■ 公債費は、 

     ・市債の借入れ抑制などにより同２０億円の減（△５．７％） 

 ■ 衛生費は、 

     ・岡山操車場跡地整備推進事業（健康・医療・福祉系施設導入区域）の皆増 

             などにより同９億円の増（＋３．５％） 

 ■ 教育費は、 

     ・学校園の耐震化の推進などにより前年度比で１６億円の増（＋６．５％） 

 ■ 商工費は、 

     ・たけべ八幡温泉郷再整備事業の皆減などにより同６億円の減（△２９．１％） 

  歳出予算（案）〔目的別〕の内訳 

（単位：百万円）

款　　別 平成27年度 構成比 平成26年度 構成比 増　減　額 対前年度比

民生費 114,609 40.2% 113,250 40.3% 1,359 1.2% 

土木費 44,507 15.6% 43,306 15.4% 1,201 2.8% 
公債費 32,619 11.4% 34,580 12.3% △ 1,961 △5.7% 
衛生費 26,943 9.5% 26,026 9.3% 917 3.5% 

教育費 25,967 9.1% 24,381 8.7% 1,586 6.5% 
総務費 21,417 7.5% 20,735 7.4% 682 3.3% 
消防費 9,316 3.3% 8,715 3.1% 601 6.9% 

農林水産業費 6,338 2.2% 6,091 2.2% 247 4.1% 
商工費 1,394 0.5% 1,965 0.7% △ 571 △29.1% 
その他 1,696 0.7% 1,678 0.6% 18 1.1% 

合　　計 284,806 100.0% 280,727 100.0% 4,079 1.5% 

－－

民生費

1,146 億円

土木費

445 億円

公債費

326 億円

衛生費

270 億円

教育費

260 億円

総務費

214 億円

消防費

93 億円

農林水産業費

63 億円

商工費

14 億円
その他

17 億円

平成２７年度当初予算（案） 歳出総額 ２，８４８億円
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行財政改革の推進 

 「新岡山市行財政改革大綱（新・短期計画編）」に基づき、事務事業の見直し、民間活力の積極的活

用、人件費の見直し、経費の節減等の取組も行い、平成２７年度当初予算(案)では、約２９億円（事業費

ベース）の財政効果を反映。 

 ■ 平成２７年度当初予算（案）では、約２９億円の財政効果を反映 

（事業費ベース） 

  事務事業チェック 
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■ 一般会計の市債残高は、臨時財政対策債などにより増加傾向 

（単位：百万円）

(2,677) 

年度末残高

(185,378) (173,976) (168,568) (170,472) 

275,551  274,152  280,820  295,612  

元金償還金

(23,083) (△25) 

30,937  31,062  38,023  45,108  

(13,128) (11,625) (16,496) (23,108) 

43,083  △2,025  

借入額

区分
H23
決算

H24
決算

H25
決算

増減額
H27-H26

H27
当初

H26
当初

(23,621) (23,027) (21,904) (21,204) (20,406) (△798) 

28,721  △1,595  32,331  32,461  31,355  30,316  

309,974  14,362  

(173,149) 

 元利償還金の全額が地方交付税に算入されるものを除いた通常債は、政令市移行後２００億

円を目安に借入れを抑制。 

 時限的に有利な起債（合併特例・推進債）を活用し、市民の安全・安心なくらしを守るため平成

２７年度当初予算の通常債の借入額は２００億円を超過。 

  市債残高の推移 

2,529 2,468 2,353 2,227 2,100 1,959 1,854 1,740 1,686 1,705 1,731

673 723
728

720
724 810 902 1,002 1,122 1,251 1,369

3,202 3,191
3,081

2,947 2,824 2,769 2,756 2,742 2,808 2,956
3,100

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H17

決算

H18

決算

H19

決算

H20

決算

H21

決算

H22

決算

H23

決算

H24

決算

H25

決算

H26

当初

H27

当初

（案）

通常債残高 100%交付税算入市債残高億円

(注1）　(　）内は、減税補てん債、臨時財政対策債等１００％交付税算入される起債を除いたもの。

(注2）　元金償還金は、満期一括償還地方債の償還財源に充てるため市債調整基金に積み立てた額を含み、
　　　　基金から繰入れて満期一括償還した額は除く
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平成27年度当初予算（案）における主要施策・事業 

～岡山市都市ビジョン 平成27年度実施計画（案）～ 

  住みやすさ 

①  魅力ある中心市街地の創出と人にやさしい都市交
通網の構築 

● 魅力ある中心市街地の創出 

                     １２億９５百万円（６億７０百万円）                    

■ まちなかをめぐろう                    １億４４百万円（１億３９百万円） 

・回遊性向上社会実験（県庁通り・西川緑道公園筋）         ８１百万円（８１百万円） 

 県庁通りでは、交通規制により生じた空間を歩行空間とするとともに、オープンカフェなどの

賑わい演出をあわせて行い、歩いて楽しい道路空間の検証を関係機関と協議しながら進めま

す。また、西川緑道公園筋では、西川パフォーマー事業に合わせ、沿道も含めた賑わいづくり

を進めます。 

・西川魅力にぎわいづくり   ３５百万円（３５百万円） 

 西川緑道公園界隈の魅力を高め、中心市街地の賑わいづくりと回遊性の向上を図ります。 

・まちなか公園マネジメント（パークマネジメントによる主要公園の運営プラン策定事業） 

                                         １６百万円（１６百万円） 

 公園の特性を活かした利活用を進めるため、パークマネジメントの手法を取り入れ、オープン

カフェの常設化の検討など石山公園、西川緑道公園の運営プランの策定を行います。 

・まちなか回遊アプリ   ７百万円（７百万円） 

 中心市街地で岡山市の歴史文化の由来を知ることのできるスポットなど、まち歩きの魅力を

高める情報を提供するスマートフォン用のアプリケーションを運営します。 

・まちなか健康スタンプラリー       ５百万円（－） 

 まちなかの複数の場所で開催されるイベントを歩いて回って

もらうために、スタンプラリーを実施します。 

H27予算額（）書きは一般財源 

○豊かな歴史や文化が蓄積した岡山の顔である中心市街地において、岡山駅前における

新たな人の流れをまちのにぎわいと活力に結び付けるため、「回遊性の向上」と「魅力づく

り」をキーワードにした政策パッケージを、民間事業者等と連携し、役割分担しながら進め

ます。 

○都市の活力を高め、超高齢社会に対応するため、公共交通を中心とした人にやさしい都

市交通網を構築し、自動車優先から人優先のまちに変えていきます。  

新規 

新規 

＜先進例＞ 
高岡市御旅屋（おたや）通り 
 ※HP「高岡市観光ポータルサイト 

たかおか道しるべ」から引用 
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■ 魅力あふれる商店街                       ２７百万円（２７百万円） 

・商店街のやる気のあと押し（商店街活性化支援事業）（２４ページ参照） 

 商店街が主体的に行う活性化計画の作成を支援するとともに、計画に沿った出店等に対して

助成し商店街の活性化を図ります。 

■ 岡山の歴史や文化に触れる              １億４８百万円（１億４８百万円） 

・（仮称）岡山国際現代芸術祭の推進       ２５百万円（２５百万円）（２２ページ参照） 

・お城とお庭のタイアップ（岡山城・岡山後楽園・出石周辺の魅力アップ事業）（２３ページ参照） 

                                         ４４百万円（４４百万円） 

・岡山の歴史・文化に親しむ（岡山の歴史・文化に親しむ事業） 

                              ３５百万円（３５百万円）（２２ページ参照） 

・市民会館のあり方検討（新岡山市民会館等整備事業） 

                              ２０百万円（２０百万円）（２３ページ参照） 

・城下町魅力まちづくり（都心創生まちづくり構想推進事業） 

                                 ２百万円（２百万円）（２３ページ参照） 

―集う・憩う・楽しむ水辺―「旭川再生！」 

  （旭川かわまちづくり事業） 

            ２２百万円（２２百万円） 

 旭川を中心とした賑わいの拠点づくりとし

て、さくらみちの歩行空間整備、案内看板の設

置、旭川界隈お散歩マップ（仮称）の作成、石

山公園再整備の基本設計などを行います。 

■ 自転車・公共交通に乗ろう               ７億１３百万円（２億９５百万円） 

・「ももちゃり」の拡充（自転車先進都市おかやま事業） 

                            １億１７百万円（７５百万円）（１０ページ参照） 

岡山駅西口駅前、県総合グラウンド及び岡山大学などの駅西口エリアにポートを設置します。 

・駅前広場への路面電車乗り入れ検討（都市交通戦略推進事業） 

                                      １８百万円（８百万円） 

路面電車の駅前広場への乗り入れについて、実現性の調査・検討を行います。 

・自転車利用環境の向上（自転車先進都市おかやま事業） 

                          ５億５２百万円（１億８９百万円）（１０ページ参照） 

 安全で快適な走行空間ネットワークの形成を目指し、路線の状況に応じた整備を行います。

また、放置自転車の解消に向けた啓発活動とともに岡山駅西口エリアに新たな駐輪場整備を

行います。 

・駐車場の活用検討       ２０百万円（２０百万円） 

 市街地中心部における車両の流入抑制と他交通手段への転換

及び土地の高度利用を促進するため、駐車場に係る実態調査及

び附置義務条例改正の検討を行います。 

・超小型モビリティの導入検討       ６百万円（３百万円） 

 「次世代の乗り物」である超小型モビリティの導入の可能性を検

討します。 

拡充 

新規 

新規 

新規 
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● 吉備線LRT化基本計画案の策定    ２０百万円（９百万円）  
 平成２６年度設置の岡山市、総社市及び西日本旅客鉄道株式会社の３者による吉備線

LRT化に関する基本計画の策定に向けて検討を行います。 

● 自転車先進都市おかやま事業（一部再掲） 

               ６億７０百万円（２億６５百万円）  
 温暖で雨が少なく、広大な平坦地を有する岡山の特性を活かし、自転車先進都市を目指す

取組を推進します。 

・自転車の走りやすい空間づくり（桃太郎大通り、岡山駅西口周辺） 

                     １億６５百万円（５７百万円） 

・駐輪場の整備   ３億１１百万円（５６百万円） 

 駅元町自転車駐車場の新設等 

・「ももちゃり」の拡充       １億１７百万円（７５百万円） 

 岡山駅西口駅前、県総合グラウンド及び岡山大学などの駅西口

エリア等にポートを拡充設置します。 

・自転車利用のルール遵守やマナー向上のための取組強化など 

                  ７７百万円（７７百万円）  など 

拡充 

 

■ まちなかに住む                        ２億６３百万円（６２百万円） 

・快適な居住等の支援（市街地再開発事業）   １億８２百万円（２１百万円） 

・市街地再開発事業への支援（中山下一丁目1番地区）  １億６９百万円（８百万円） 

・まちづくり研究会等への支援   １３百万円（１３百万円） 

・高齢者も安心な居住への支援（高齢者向け地域優良賃貸住宅（サービス付き）） 

                                         ８１百万円（４０百万円） 
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H27予算額（）書きは一般財源 

② 人と自然が共生する持続可能な地域づくり 

○多様で豊かな自然環境に恵まれた周辺地域において、生活交通の確保や地域の実態

調査等に取り組み、地域の特性や実情を踏まえた持続可能で住みやすい地域づくりを

地域住民の皆さんとともに進めます。 

○コンパクトシティを目指す中で、居住機能や医療・福祉・教育・商業等の都市機能

の立地を誘導する計画づくりを進めるとともに、地域拠点である岡山操車場跡地の整

備を進めます。  

○地球温暖化対策や資源循環型社会を目指した取組を市民、民間事業者との協働によ

り推進し、持続可能な社会の実現に貢献する環境先進都市の構築を目指します。 

● 周辺地域の振興          ２億６４百万円（１億７百万円）                      

 多様で豊かな自然環境に恵まれた周辺地域では自然との共生を基調にしながら、地域の

特性や実情を踏まえた持続可能で住みやすい地域づくりを進めていきます。 

・中山間地域の実態把握調査等事業及び離島における活性化支援事業 

                                             ４百万円（４百万円） 

 中山間地域については、総合計画策定に向けて実態調査を行い、犬島については、資源を活

かす活性化策の検討を行います。 

・生活交通確保事業       ６３百万円（４４百万円） 

  公共交通不便地域において既運行地域への助成に加え、新たに試験運行を行います。 

・歴史案内看板の整備計画の策定       １０百万円（１０百万円）（２２ページ参照） 

・地域おこし協力隊によるまちづくり       １１．４百万円（１１．４百万円） 

 御津地域及び建部地域において地域おこし協力隊による活性化の支援をします。 

・農地・農業用水等の保全管理の支援（多面的機能支払交付金） 

                                                             １億６１百万円（３７．８百万円）（２５ページ参照） 

・農地利用の効率化・高度化の促進（機構集積協力金）   １４．３百万円（－） 

● 立地適正化計画の策定          １５百万円（８百万円）                      

 公共交通によりネットワーク化されたコンパクトシティの実現を図るため、都市再生特別措

置法の改正により創設された立地適正化計画の策定に向けて取り組みます。 

● 岡山操車場跡地整備推進事業         ８２億８５百万円 

      （４５億８９百万円）                      

 岡山操車場跡地整備基本計画に沿っ

て、岡山西部総合公園（仮称）、市営住

宅・社会福祉施設導入区域、健康・医療・

福祉系施設導入区域を整備します。 

拡充 

新規 

新規 

新規 

拡充 

拡充 

拡充 
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● 地球温暖化対策推進事業   ７億７２百万円（６億３５百万円）                      

 「地球温暖化対策実行計画」に基づき、市民生活や都市活動における環境負荷の低減を積

極的に実践するため、市民・事業者・行政が目標を共有・協働して各種事業を推進します。 

■ 再生可能エネルギー・省エネルギー導入促進   ３億５４百万円（３億５４百万円） 

・住宅用太陽光発電システム導入   １億７０百万円（１億７０百万円） 

 助成件数１，７００件、助成対象１０ｋW未満、助成額１ｋW当たり２万円（上限１０万円）  

・住宅用省エネ設備導入       １億３百万円（１億３百万円） 

・燃料電池、家庭用蓄電池、HEMSなど省エネ機器設置の助成単価を増額します。 

・既存住宅の高性能建材利用による改築を新たに助成対象とします。 

・事業所用省エネ設備導入      ７９百万円（７９百万円） 

・デマンド管理装置を新たに助成対象とします。 

・LED照明機器、高効率空調機などの省エネ機器設置の助成単価を増額します。 

・市民共同発電事業  ２百万円（２百万円） 

■ 省エネルギーの促進                  ２億１７百万円（２億１７百万円） 

・ＬＥＤ防犯灯の設置普及   １億９８百万円（１億９８百万円） 

 町内会の取替・新設８，０４０灯への助成、市の取替・新設２００灯 

・エコ通り推進事業  １８百万円（１８百万円） 

 市役所筋の照明をＬＥＤ化(４０基)し、省エネルギー化を図るとともに経費を節減します。 

・ライトダウンキャンペーンの実施  １百万円（１百万円） 

 各家庭や事業所で夏至(６／２１)から七夕(７／７)にかけて、消灯という身近な取組ひとつで

地球温暖化防止につながることを実感し、実践するキャンペーンを行います。 

■ 電気自動車等の普及促進                    ２５百万円（２５百万円） 

・電気自動車及び充電設備の導入助成  １４百万円（１４百万円） 

 電気自動車１３０台（助成額１０万円/台）、充電設備１０台 

・公用電気自動車の導入及び充電設備設置  １１百万円（１１百万円） 

■ 市有施設への太陽光発電設備の設置          １億７０百万円（３３百万円） 

 既存の南ふれあいセンターへの設置や学校耐震化、北消防署整備、吉備公民館・吉備

地域センター整備工事にあわせて、太陽光発電設備を設置します。 

拡充 

拡充 

■ 環境保全の推進      ６百万円（６百万円） 

・環境パートナーシップ事業 

                   ２百万円（２百万円） 

 清掃、緑化、落書き消去、自然保護を自主的に

行う活動などを支援します。 

・環境づくり支援事業   １百万円（１百万円） 

 水辺教室、自然環境教室などを行います。 

・環境保全行動推進事業   ３百万円（３百万円） 



 

－ 13 － 

● ごみ処理広域化対策事業          １百万円（１百万円）                      

 平成２６年度に策定するごみ処理広域化基本計画を踏まえ、施設整備体制の検討を行い、

一部事務組合または地方自治法上の協議会への移行等に向けて準備を行います。 

● 一宮浄化センター施設整備事業   ４億８４百万円（１８百万円）                      

  老朽化した基幹的設備及び建物について、現有施設を利用した改修工事を行います。 

● 汚水処理施設整備事業        ５８億円（１億１３百万円）                      

 下水道未普及地区の早期解消に努め、良好な水環境の保全を図ります。 

● 健康みつ２１公園（仮称）整備事業 

                        １億８１百万円（５２百万円）                      

 豊かな自然を活かした健康づくりのための公園として多目的広場や、墓地の整備工事を行

います。 

● 福田緑道公園整備事業         ６２百万円（１０百万円）                      

 南ふれあいセンター周辺部分の旧岡山臨港鉄道跡地について、公園整備に向けて用地取

得と設計等を行います。   面積 １，２００㎡ 

● 木質資源供給奨励事業           ２百万円（２百万円）                      

 間伐材の森林内留置による病虫害の発生や土砂災害発生の誘発を防止し、森の健全化を

図るため、バイオマス発電所（真庭市）までの移送経費の一部を助成します。 

新規 

新規 
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● 総合教育会議の設置             ６百万円（６百万円）                      

 市長と教育委員会が公開の場における議論を通じて、教育政策の方向性を共有しながら、

一致して執行に当たるため、総合教育会議を設置します。 

 ・総合教育会議開催経費   ０．６百万円（０．６百万円） 

 ・岡山っ子・人づくりのための民間活用調査研究事業   ５百万円（５百万円）  

 総合教育会議の運営に当たり、国内外の各種調査結果や先進事例等に関する民

間の豊富なデータと優れた知見を活用するための調査研究事業を行います。 

③ 知・徳・体の調和のとれた自立する子どもの育成 

H27予算額（）書きは一般財源 

○新たに設置する総合教育会議において、岡山市の教育の現状と課題を踏まえた教育の

あるべき方向性を示す大綱の策定に向けた取組等を進めます。 

○確かな学力、豊かな心、健やかな体の「知・徳・体」の調和がとれ、社会の中で自己実現

できる「自立する子ども」を育むため、中学校区単位での一貫した学びによる学力の向上、

規範意識や自らを高めようとする心を備えた豊かな心の醸成等を進めます。 

○学校が抱えている様々な課題の未然防止や早期解決を図るとともに、落ち着いて授業を

受けられる環境づくりを進め、子どもの学ぶ意欲の向上と問題行動等の減少を図ります。

また、様々な学習機会の提供や安全・安心の教育環境づくり等を進め、市民の主体的に

学び続ける意欲を高めます。 

● 『岡山っ子』学力向上推進事業       ６百万円（６百万円）                      

 全国学力・学習状況調査の結果を分析し、学力に関する課題の解決に取り組みます。 

 ・いきいき学校園づくり       ２百万円（２百万円） 

中学校区での学力向上と学校評価を組み合わせ、大学教授立会の公開授業などを行い、４

年周期で一貫教育を推進します。 

 ・ますかっとプリント（学力向上対策プリント）       ２百万円（２百万円） 

学力・学習状況調査で課題があった「算数」の学習プリントを小学５、６年生の全児童で実施

し、状況を把握したうえで指導に生かします。 

 ・好事例に学ぶ（先進地視察）       ０．５百万円（０．５百万円） 

 ・岡山っ子学力向上推進チーム       １．５百万円（１．５百万円） 

大学や学校と連携して学力・学習状況調査の分析を基に授業改善を全校の取組として推進

します。                                                 など 

● 学校業務アシスト事業                    ６５百万円（４４百万円）                      

 小・中学校に教職員を補助する事務処理員を配置し、教職員の事務負担を軽減させ、児童

生徒と向き合える時間を捻出することで、教育環境の向上を図ります。 

● 部活動サポート事業                       １７百万円（１７百万円）                      

 市立中学校及び高等学校に、外部指導者を派遣することで、部活動において顧問教員の

負担を軽減するとともに、開かれた学校づくりを推進します。 

新規 

新規 

新規 

拡充 

拡充 

拡充 

新規 

新規 
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● ユネスコスクール推進事業        １６百万円（７百万円）                      

 新たにESDコーディネーターを配置し、ユネスコスクールコンソーシアム（連合体）形成によ

る連携と、国内外のユネスコスクールとの交流を促進していきます。 

● ストップ・ザ学校問題―学びの場充実事業― 

                             １億４６百万円（１億１７百万円）                      

 問題行動等の早期発見・早期対応の充実を図り、落ち着いた学校環境づくりを強化します。 

・共に成長し合う学級集団づくり推進事業  ４６百万円（４６百万円） 

 児童生徒一人ひとりの学校への適応度の分析を行い、課題解決のための「学級づくり」に全校

で取り組みます。 

・学校問題解決サポート事業  １１百万円（１１百万円） 

 学校だけでは解決困難な問題に対して、警察OBや弁護士等の専門家によるサポートチームを

設置し、早期解決をサポートします。 

・問題行動等対策事業       ０．８百万円（０．５百万円） 

 学校におけるいじめ等による重大事態への対処と発生の防止のため、問題行動等対策委員会

を設置し、重大事態に係る事実関係の調査といじめ等の防止対策について審議します。 

・いじめ専門相談員派遣事業  ３百万円（３百万円） 

 臨床心理士を「いじめ専門相談員」として派遣し、支援が必要なケースについて、当該児童生徒

や保護者への支援や相談を行い問題の解決を図ります。 

・不登校児童生徒支援員配置事業  ４１百万円（２７百万円） 

 不登校の未然防止やその解決を図るため、不登校児童生徒支援員を小中学校に配置します。 

・スクールカウンセラー配置事業       ４４百万円（２９百万円） 

 小・中・高等学校に「心の専門家」であるスクールカウンセラーを配置し、いじめ、暴力行為、不

登校などに関する児童生徒とその保護者からの相談や教職員への助言及びカウンセリングの技

法の研修を行い、各学校の総合的な相談体制の充実と指導力の向上を図ります。 

● 公民館ＥＳＤ活動推進事業         ５百万円（５百万円）                      

 各公民館での草の根ESD活動を推進し、ESDをまだ知らない人への情報発信や、さらなる

ESD活動拡充のために全国の公民館職員を招いた会議を行います。 

 また、ESD世界会議で生まれた海外のコミュニティーラーニングセンター（CLC）とのつながり

をさらに深めるため、インドネシアで予定されているCLCネットワーク会議に参加し、海外の

CLCとの相互交流を促進します。 

拡充 

拡充 

● 操山地区公民館整備事業         ３５百万円（３百万円）                      

  新たに操山地区に地区公民館を整備するための設計等を行います。 
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④ 女性が輝き、安心して子育てできるまちづくり 

● 女性が輝くまちづくり推進事業      １５百万円（１５百万円）                      

■ 市内企業で働く女性の活躍応援            １０．５百万円（１０．５百万円） 

・企業紹介事業       ０．５百万円（０．５百万円） 

 女性の活躍に取り組んでいる企業の取組を広く紹介します。 

・市内企業で働く女性活躍プログラム       １百万円（１百万円） 

 市内企業に勤める女性の活躍をすすめる講座を実施します。 

・女性の活躍を進める情報発信事業       ９百万円（９百万円） 

 著名なパネラーを招いてのシンポジウム開催と、座談会を開くなど情報発信を行います。 

H27予算額（）書きは一般財源 

■ 安心して子育てできるための両立支援              １百万円（１百万円） 

・男性管理職向けセミナー       １百万円（１百万円） 

 企業における女性活躍の意義や効果についての啓発・講座等を実施し、男性に対する家事・

子育てなどの参加への理解を促進します。 

○女性の力が社会の中で最大限に発揮できる環境づくりを進めるため、性別にかかわらず市

民一人ひとりの個性が社会のあらゆる場面でいかされる男女共同参画社会の実現に向けた

取組等に加え、女性の活躍を応援する取組を進めます。 

○認定こども園や放課後児童クラブの充実をはじめとする子ども・子育て支援新制度の着実

な推進や平成２８年度からの子ども医療費助成制度の拡充に向けた取組等により、安心し

て子育てができるまちづくりを進めます。 

■ さまざまな働き方への応援                  ２．５百万円（２．５百万円） 

・女性の再就職支援事業       １．５百万円（１．５百万円） 

 希望する生き方を大切にした再就職支援を行います。 

・マザーズ出張相談開催事業       ０．４百万円（０．４百万円） 

 おかやまマザーズハローワーク等と共同で市内ふれあいセンターに

て就職相談を行います。 

・女性創業セミナー開催事業  ０．２百万円（０．２百万円） 

 女性の創業希望者に対して、創業支援となるセミナーを開催します。 

・岡山市女性農業士制度  ０．４百万円（０．４百万円） 

 地域で活躍する女性農業者を女性農業士に認定し、資質の向上及び

活動を支援します。 

新規 

新規 

新規 

新規 

■ 隗より始めよ                              １百万円（１百万円） 

・女性職員の活躍推進研修   １百万円（１百万円） 

 本市の女性職員が活躍できるよう、女性職員を対象とした研修を企画・実施します。 

新規 

新規 
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● 安心して子育てできるまちづくり事業 

                   ２６億２６百万円（１２億１０百万円）                      

■ 子育てをしながら安心して働ける環境整備    １８億７１百万円（９億３０百万円） 

・最適化に向けた施設整備・幼保一体化の推進     ５億９３百万円（２億５３百万円） 

 幼保一体化を進め、良質な就学前教育・保育を等しく提供できる子育て環境の確保を図りま

す。 

・地域型保育を含む就学前教育・保育体制の確保       ５２百万円（３６百万円） 

・認定こども園の整備及び運営       ３億１６百万円（１億２７百万円） 

・子どものための教育・保育給付       ２億２５百万円（９０百万円） 

・放課後児童クラブの充実   ８億１０百万円（４億５０百万円） 

 対象児童の拡大に対応するため、児童クラブの指導員の確保と資質向上策を講じます。 

・アドバイザー派遣事業       １１百万円（１１百万円）  

・児童クラブ補助金       ５億７５百万円（３億８３百万円） 

・児童クラブ施設整備       ２億１百万円（３４百万円） など 

・看護師等加配助成事業       1８百万円（1８百万円） 

 乳児保育のために看護師等を配置する私立保育園を助成します。 

・障害児保育の充実       １億３２百万円（１億３２百万円） 

 私立保育園の障害児を受け入れ助成を拡充します。 

・保育園、幼稚園、児童館、児童クラブ耐震改修事業   ３億１９百万円（７７百万円） 

■ 子どもと子育て家庭のサポート            ７億２７百万円（２億５８百万円） 

・私立幼稚園就園奨励費補助事業       ２億４９百万円（１億６６百万円） 

 低所得世帯等の就園児の入園・授業料を減免した私立幼稚園に対する支援を拡充します。 

・地域子育て支援拠点事業       １億３１百万円（４４百万円） 

 地域子育て支援拠点への支援を拡充します。 

・子ども医療費助成制度拡充事業       ４０百万円（４０百万円） 

平成２８年度からの子ども医療費助成制度の拡充に向けて必要な準備を行います。 

・発達障害者支援事業       ０．３百万円（０．１百万円） 

社会参加支援活動プログラムを、地域活動支援センターへ展開しま

す。 

・ファミリーサポート事業   １１百万円（４百万円） 

・シルバー世代産前産後応援事業   ４百万円（４百万円） 

・子育て世帯臨時特例給付金   ２億９１百万円（－） 

拡充 

新規 

新規 

拡充 

拡充 

新規 

拡充 

拡充 

拡充 

拡充 

拡充 

拡充 

■ 子どもが安全で健やかに育つ地域環境づくり        ２８百万円（２２百万円） 

・市立保育園等へのＡＥＤ設置       ７百万円（７百万円） 

 市立の幼稚園・保育園・認定こども園へAEDを設置します。 

・入所施設児童等学習支援事業       １１百万円（５百万円） 

 児童養護施設入所児への学習支援により貧困の連鎖を防止します。 

・こそだてぽけっと（情報たから箱事業）   １０百万円（１０百万円） 

新規 

新規 
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⑤ 医療の強みをいかしたまちづくり 

H27予算額（）書きは一般財源 

○平成２７年５月に開院する新市民病院に「岡山市地域ケア総合推進センター」を常設し、市民

が予防、診療から介護まで切れ目のないサービスを受けることができる仕組みづくりを進め、

最適な地域医療システムの構築を目指します。 

○岡山市の豊富な医療・福祉資源の集積をいかし、在宅に特化した総合特区を戦略的に推進

するなど、岡山ならではの医療の強みをいかしたまちづくりを進めます。 

● 在宅医療・介護の推進          ６０百万円（３１百万円）                      

 超高齢社会を迎えるにあたり、市民が住みなれた地域で最期まで安心して暮らすことがで

きるように、医療・介護分野の連携機能を強化するとともに、安心を支える最適な地域医療シ

ステムを構築し、予防、診療から介護まで切れ目ないサービス提供体制を構築します。 

・「岡山市地域ケア総合推進センター」開設 

                      ３９百万円（１９百万円） 

・施設看取り・急変時対応推進事業 

                      ０．２百万円（０百万円） 

・在宅療養支援強化事業 

                      ０．６百万円（０百万円） 

・病院看護部長在宅医療研修 

                        １百万円（０百万円） 

・身体・精神合併症救急連携事業 

                  １２百万円（１２百万円） など 

● 在宅介護総合特区～ＡＡＡおかやま～の推進 

                         １億１０百万円（２２百万円）                      

 在宅に特化した総合特区を推進し、将来負担の抑制・産業振興・地域包括ケアの実現を目

指すとともに、超高齢社会における持続可能な社会経済モデルの構築を進めます。 

● 現市民病院跡地の有効利用の検討 

                      １億７６百万円（１億６２百万円）                      

 新市民病院の開院に伴い、現市民病院は病院機能としての役割を終えることから、既に休

日夜間急患診療所及び休日急患歯科診療所等への活用が決まっている別館については、

老朽化した設備等の更新工事等を行い、跡地活用について検討中の本館等については、保

安対策として仮囲い工事や解体設計を行います。 

新規 

新規 

新規 

新規 

・介護機器貸与モデル事業 

 在宅の方に最先端の介護機器を貸与

します。 

・介護予防ポイント事業 

 過去に介護認定を受けていた人で、現

在認定を受けていない人がフィットネス

クラブ等を利用した場合に換価可能な

ポイントを付与します。 

・デイサービス改善インセンティブ事業 

 デイサービスの質を評価し、利用者の

状態の維持改善を図る事業所にインセ

ンティブを与えることで介護サービスの

質の向上を図ります。 
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⑥ ともに支え合う健康・福祉のまちづくり 

H27予算額（）書きは一般財源 

● 伸ばそう健康寿命！ 

知って変わって、つながって元気、歩いて楽しいまちづくり 

                   ２７億５０百万円（１４億８８百万円）                      

■ 知って変わる～健康状態を知って、生活習慣を見直す～ 

                                    ２億４６百万円（３９百万円） 

・国民健康保険医療費分析（再掲）       ７百万円（７百万円） 

 レセプトや健診結果から、被保険者の健康状態について分析を行い、重点的に取り組むべき

課題の設定と実効性のある対策を講じ、被保険者の健康増進及び医療費適正化を図ります。 

・健康寿命延伸に関する分析活用事業        ４百万円（－） 

 生活習慣や社会環境、生活環境等により、要介護認定の状況に違いがあるのかを分析し、

生活習慣等の何が個人の自立した生活に影響しているのかを検証し、より効果的な保健事業

の施策へ反映させます。 

・生活習慣の改善・生活習慣病予防  ５百万円（３百万円） 

・介護予防の推進  ２億２９百万円（２９百万円）                        など 

○市民の誰もが自分らしく、生きがいを感じながら健康な生活と長寿を享受することの

できる地域社会を形成するため、市民の主体的な健康づくりの促進や歩いて楽しいまち

づくりなど、健康寿命の延伸に資する取組を積極的に進めます。 

○安心していきいきと住み続けられる福祉のまちづくりの実現に向けて、認知症対策等

を推進するとともに、高齢者や障害者が生きがいをもって社会参加し、その適性や能力

に応じた多様な働き方ができる環境づくりを推進します。 

○市民の最低限度の生活を保障するセーフティネットの適正な運営により、暮らしの保

障と自立支援を行います。 

新規 

新規 
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■ 楽しく歩く・運動する～歩いて楽しいまちをつくる～ 

                                  ８億５９百万円（４億４１百万円） 

・スマートウエルネスシティ構想に沿った健康推進プログラム 

                                          １７百万円（１７百万円） 

 運動が健康や医療・介護費などに与える影響を調査する大規模実証実験で、４０歳以上の方

を対象とし、一定の歩行や運動を実施した方に対して、商品券等と交換可能なポイントを付与し

ます。 

・７０万人市民トリオでウォーク       ８百万円（－） 

 三人一組で、３０万歩等の一定の目標に向かって歩き続け、目標達成グループに対して景品

を贈呈します。 

・「トップアスリートに学ぼう」ランニング講座           ２百万円（２百万円） 

・自転車先進都市おかやま事業（再掲）   ６億７０百万円（２億６５百万円）（１０ページ参照） 

・まちなか健康スタンプラリー（再掲）       ５百万円（－）（８ページ参照）         など 

■ 地域でつながる～地域でのつながりをつくる～     １億７８百万円（５１百万円） 

・生涯現役社会づくり事業       １１百万円（１１百万円） 

 高齢者と、企業や地域社会の活躍できる場をつなぐコーディネーターを配置し、セミナーを開催

して、退職高齢者の意識改革や動機付け、さらには就労・ボランティアへの参加を促します。 

・OKAYAMA！市民体操甲子園       ３百万円（－） 

 運動の普及啓発・定着への啓蒙を図るため、健康づくり活動や介護予防の取組を促すことを目

的に作成された「OKAYAMA！市民体操」をイベントを開催するなどして普及させます。 

・市民協働推進モデル事業       ２百万円（２百万円）（３０ページ参照） 

・地域地産地消推進モデル事業   ０．５百万円（０．５百万円）（２５ページ参照） 

・多面的機能支払交付金事業（再掲）  １億６１百万円（３７．８百万円）（２５ページ参照）など 

拡充 

拡充 

拡充 

新規 

新規 

新規 

拡充 

拡充 

● 生活困窮者自立支援事業     １億２６百万円（４２百万円）                      

 平成２７年４月１日施行の「生活困窮者自立支援法」に基づいて、経済的に困窮し、最低限

度の生活を維持できなくなるおそれのある方を対象として、自立支援事業を実施します。 

● 生活保護適正実施の推進      １億７百万円（３１百万円）                      

 稼働能力を有する生活保護受給者に対し、様々な角度から就労支援を行うとともに、生活

保護費の約半分を占める医療扶助の適正化を図ることにより、生活保護制度の適正な実施

を推進します。 

拡充 

拡充 

拡充 

■ 健康づくりの基盤                   １４億６７百万円（９億５７百万円） 

・「健康市民おかやま２１（第２次）」に基づく健康づくり活性化プログラム 

                                               ９百万円（－） 

 企業や学校等との連携を行いながら、運動や栄養に関してよりよい生活習慣の定着を促す

ため、普及啓発事業やアドバイス事業を実施します。 

・がん対策事業   ４百万円（４百万円） 

・がん検診の実施   １０億８０百万円（９億２７百万円） 

・医療適正化事業（健康診査関連）   ３億４６百万円（－） 

・歯と口腔の健康支援プログラム       ２５百万円（２３百万円）   など 
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● ～岡山市版オレンジプランの推進～  ２５百万円（８百万円）                      

・市民後見人養成事業       ４百万円（４百万円） 

 今後も増加が見込まれる認知症高齢者や知的・精神障害者の方の権利擁護を図るため、市民

後見人制度を導入するとともに、新たに市民後見人を養成します。 

・認知症早期支援・啓発事業      １２百万円（２百万円） 

 「認知症になっても本人の意思を尊重し、できる限り住み慣れた地域で暮らし続けることができ

る社会」を目標に、地域での医療や介護、見守りなどを包括的に支援する体制づくりを目指しま

す。 

・認知症の人や家族のサポート事業       ３百万円（１百万円） 

・認知症見守りネットワーク事業       ６百万円（１百万円） 

 徘徊による行方不明や身元不明の早期発見・解決のため、メール配信機能を用いた

認知症高齢者SOSネットワーク事業や認知症高齢者緊急一時保護事業を実施します。 

● 新しい地域支援事業             ８百万円（４百万円）                      

 介護保険制度の改正により、要支援１・２の認定者への介護予防給付（訪問・通所介護）が

市町村事業となるため、６福祉区でモデル事業を実施し、平成２９年度の新制度移行に向け

ての課題の抽出、制度設計の研究や実施のための体制づくりを進めます。 

● 国民健康保険財政健全化計画の推進 

                        ４億５０百万円（２２百万円）                      

 「国民健康保険財政健全化計画」に基づき、収納率向上・医療費適正化対策を推進し、給

付と負担のバランスのとれた国民健康保険財政健全化のための取組を行います。 

・特定健康診査 ３億３３百万円（－） 

新規 

新規 

新規 

● 障害者（児）に対する歯科医療技術者養成事業 

                             ６百万円（６百万円）                      

 現在、特定の歯科医療機関に集中している障害者（児）の歯科治療について、軽度なもの

については市内の一般歯科診療所で対応できるよう体制整備を図ります。 

● 障害者の就労支援事業           １８百万円（５百万円）                      

  障害者の自立と社会参加を促進します。 

・就職面接会の開催をはじめとした就労支援   １０百万円（３百万円） 

・働く障害者が交流できる拠点の整備などによる職場定着支援   ７百万円（２百万円） 

・障害者の自立を後押しするための工賃向上支援   １百万円（０．３百万円） 

● 心身障害者福祉施設整備助成事業 

                        ６億１２百万円（２０百万円）                      

 未耐震の施設の改修等、社会福祉施設の施設整備費に対して助成を行います。 

拡充 

新規 

● 戦後７０周年事業               ５百万円（５百万円）  

 戦後70年の節目に記念事業を開催することにより、平和への思いを新たにするとともに、次

代への戦争体験の伝承を図ります。 

拡充 

拡充 

拡充 
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⑦ 歴史と文化が薫る誇りと一体感の持てるまちづくり 

H27予算額（）書きは一般財源 

● 国際文化芸術公演事業           ８百万円（３百万円）                      

 市民に良質な音楽文化・芸術に触れる機会を提供し、また姉妹都市のプロヴディフ市に対

する親しみや国際理解の醸成につながるものとして、ブルガリア国立歌劇団によるオペラ公

演などを開催します。 

○岡山城、岡山後楽園や吉備路等をはじめとする岡山市の豊かな歴史文化資産を再認識し、

その魅力をいかしたまちづくりを進めることにより、市民の郷土・岡山への誇りと愛着を育みま

す。その一環として、まちなかでの民間の創意工夫によるにぎわい活動の促進や、旧城下町

エリアの魅力アップに向けた取組等を進めます。 

○多彩な文化芸術やライフステージに応じた多様なスポーツに親しみ、楽しむことができる環境

づくりを進め、市民一人ひとりが健やかで心豊かに生活し、一体感の持てるまちづくりを進め

ます。 

● 岡山の歴史・文化に親しむ（再掲）    ３５百万円（３５百万円） 
 平成２６年度の調査検討を基に歴史案内看板設置を概ね６０箇所の設置を行います。 

拡充 

新規 

● （仮称）岡山国際現代芸術祭の推進（再掲） 

                           ２５百万円（２５百万円）  
 平成２６年度の未来づくりプロジェクトの「Imagineering」（歴史まちづくり回遊社会実験）の成

果等を踏まえ、平成２８年度に岡山城・後楽園を中心とした歴史文化ゾーンを主会場に、現代

アート展及び関連事業を開催します。             

新規 

● 周辺地域での歴史案内看板の整備計画の策定（再掲） 

                           １０百万円（１０百万円）                       
 中心市街地を除く市域における観光資源・文化財に加え、江戸時代の町（陣屋町、宿場町、

門前町、干拓地）などの歴史的由来等を調査し、有識者アドバイザー会議の運営、地域主導

による看板設置のガイドライン策定、説明案内看板の整備計画策定などを実施します。 

● 史跡造山古墳群保存整備事業     ８１百万円（３１百万円）                      

 高松塚古墳、キトラ古墳に続いて全国３例目となる石室内装飾保存措置が行われた千足

古墳の保存整備工事、史跡指定地の公有化及び特別展を行います。 
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● 岡山市民デー（シーガルズ） 

                        ０．５百万円（０．５百万円）                      

 本市をホームタウンとする「岡山シーガルズ」の公式戦を「岡山市

民デー」として盛り上げるための各種イベントを開催します。 

● 全国高等学校総合体育大会の開催    ４百万円（４百万円）                      

 平成２８年度全国高等学校総合体育大会の開催に向けて、必要な準備を行います。 

 （開催日 平成２８年７月下旬～８月中旬、種目 陸上、剣道、バドミントン） 

● 体育協会の法人化            ３５百万円（３５百万円）                      

 地域のスポーツ統括団体である「岡山市体育協会」をより安定・自立した強力な組織へと発

展させるための体制強化を支援し、本市におけるスポーツ推進体制の充実を図ります。 

新規 

新規 

拡充 

● ワールドカップバレー女子岡山大会共催 

                             ２百万円（２百万円）                      

 ２０１５年ワールドカップバレー女子岡山大会（８／３０～９／１）を応援します。     

新規 

● おかやまマラソン             ９６百万円（９６百万円）                      

 中四国最大規模の「おかやまマラソン」を開催します。 

  （参加見込数 １５，０００人、種目 フルマラソン、４．５ｋｍ） 

拡充 

● 城下町魅力まちづくり（都心創生まちづくり構想推進事業）（再掲） 

                             ２百万円（２百万円）                      

 旧内山下小学校跡地等の活用策を検討するとともに、岡山城を中心とした地域の魅力・回遊

性向上、隣接する石山公園の再整備、旭川かわまちづくり計画との連携・調整を図ります。 

● お城とお庭のタイアップ（岡山城・岡山後楽園・出石周辺の魅力アップ事業）

（再掲）                ４４百万円（４４百万円） 
平成２６年度に引き続き岡山城や岡山後楽園の魅力アップを図ります。 

拡充 

● 市民会館のあり方検討（新岡山市民会館等整備事業）（再掲） 

                           ２０百万円（２０百万円）                      
 候補地を決定し、基本構想の成案化、基本計画の策定を進めます。 
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⑧ 活力とにぎわいのある国内外に開かれたまちづくり 

H27予算額（）書きは一般財源 

● 中小企業総合支援事業          ９７百万円（９７百万円）                      

 各商工会・商工会議所等に対して、事業規模等から総合的に算出した助成を行います。各

中小企業に対しては、これまでの小規模事業者経営改善資金融資（マル経融資）の利子補

給を１年延長するとともに、新たに人材育成のためのセミナー開催や自社製品PRのための

研修からコンテンツ制作までの総合支援を行います。 

● 商店街等実態総合調査事業      １４百万円（１４百万円）                      

 平成２５年度に実施した商店街等実態調査の調査結果とイオンモール開業後の調査結果

との比較分析を行うとともに、通行量調査を実施し今後の商業施策の基礎資料とします。 

● 商店街活性化支援事業（再掲）     ２７百万円（２７百万円）                      

  力強さ 

○岡山市の特色や特性を踏まえた、産業振興や雇用の創出等の取組について、地方創生に

関する国の動きにも対応しながら総合的に推進し、自立した活力のある地域社会を創生しま

す。また、圏域の中心都市として圏域全体の成長をけん引し、広域的な行政課題に効果的・

効率的に対応していくため、近隣市町とともに連携中枢都市圏の形成を視野に入れた取組

を進めます。 

○企業誘致の推進、地場産業や商店街の支援、農林水産業の振興等を戦略的に推進し、強

い地域経済を実現し、活力とにぎわいのあるまちづくりを進めます。また、観光・コンベンショ

ン、シティプロモーション、移住・定住促進、国際交流等を積極的に推進し、人・もの・情報が

活発に行き交う開かれたまちづくりを進めます。 

● 本社機能等の移転促進事業    ０．９百万円（０．９百万円）                      

 中四国の結節点としての本市の優位性を活かし、企業本社・中国支店等の誘致対象制度

を拡充し、地方創生を推進します。 

拡充 

拡充 

新規 

● 移住・定住促進事業           １９百万円（１９百万円）                      

 移住・定住希望者に対し、ワンストップで相談・支援が行える体制の充実、場の提供、メディ

アを活用した情報の発信など総合的な支援を展開し、移住・定住の促進を図ります。 

拡充 

● 観光客動向調査の実施         １５百万円（１５百万円）                      

 岡山市の観光客動向の現状と課題を明らかにし、市民や観光関連業界・団体と協働して、

観光振興に取り組むため、観光動向調査を実施します。 

新規 

・誘致対象施設に本社機能（管理部門）の一部

である「研修所」を追加 

・土地取得から１０年以内に建築の要件を廃止 

・新規雇用要件の緩和 

・人材確保奨励金を市民一人当たり２０万円か

ら６０万円に拡充（障害者 ４０万円から１２

０万円） 
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● 安全で安心な食の提供         ４５百万円（４４百万円）                      

・青果加工センターの整備       ３６百万円（３６百万円）                      
カット野菜やカットフルーツなど加工された商品の需要増加に対応するため、市場内に青果加工

場の設計をします。 

・地産地消の推進       ９百万円（８百万円） 

地場産農水産物の周知や販路の拡大を行い、消費拡大による農水産業者の所得向上や経営の

安定化を推進するとともに、地場農作物への関心を高め、「食」による地域の活性化を図ります。 

● デスティネーションキャンペーンへの参画 

                           ２７百万円（２７百万円）                      

 平成28年のデスティネーションキャンペーンを前に、東京、名古屋、大阪、福岡における説

明会での情報発信、市内では今年７月から９月にプレイベントの開催、観光素材のブラッシュ

アップ、観光地のトイレ改修など受け入れ態勢の整備を図ります。 

● 担い手の確保・育成とブランド化の推進 

                 ９２百万円（１５百万円）                      

 就農希望者への支援により、担い手の確保を図るとともに、機械・設備

の導入、農地の確保や販路拡大を支援し、担い手の育成を図ります。 

・青年就農給付金       ５１百万円（－） 

・販路拡大事業       ３百万円（３百万円） 

・担い手育成、経営強化など       ２４百万円（５百万円）    など 

新規 

新規 

拡充 

拡充 

拡充 

拡充 

● 農作物鳥獣被害対策の推進      ３５百万円（２５百万円）                      

 有害鳥獣による被害を全市民の共通課題として取り組み、被害の防止を図ります。 

・有害獣捕獲補助金       ２１百万円（１５百万円） 

新たにアライグマ、ハクビシンを補助対象に追加します。 

・農作物鳥獣害防止対策事業費補助金        ４百万円（２百万円） 

新たに被害防止施設（防護柵）の助成を拡充します。     など 

● 新たな広域連携推進事業      ０．３百万円（０．３百万円）                      

 地方の人口減少や活力低下が進む中、経済活性化や雇用創出、生活関連機能の強化な

ど広域的な行政課題に効果的・効率的に対応するため、新たな市町村連携の仕組みとして

国が推進する「連携中枢都市圏」の構想に取り組みます。 

 平成２７年度は、国が示した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に従い、本市においても積極

的に近隣市町村との連携に取り組むべく、連携協約締結に向けて、国のモデル事業活用を

視野に準備を進めます。 

 【関係自治体】 ８市５町 （岡山市、津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真

庭市、和気町、早島町、久米南町、美咲町、吉備中央町） 

拡充 

● 多面的機能支払交付金事業（再掲） 

                        １億６１百万円（３７．８百万円）                     

 水路の泥上げ・草刈等の地域共同活動を支援することにより、地域の農地・水路・農道等の保

全管理を促進し、農業・農村が持つ多面的機能の発揮と集落機能の強化を図ります。 

新規 

拡充 



 

－ 26 － 

⑨ 災害に強く安全・安心に暮らせるまちづくり 

H27予算額（）書きは一般財源 

● 地域防災対策事業 

                     １４５億５百万円（６４億７百万円） 

  安全・安心 

○人命を守ることを最優先に、最悪の被害を想定した災害に強く安全・安心に暮らせ

るまちづくりを進めるため、市有施設の耐震化・長寿命化や老朽施設の更新、浸水対

策の強化、防災・消防救急体制の整備等を進めます。 

○地域ぐるみで、防災意識の向上や災害に対する備えの強化を進めるとともに、犯罪

の防止等に取り組むことにより、地域のきずなを大切にした安全・安心なまちづくり

を進めます。 

■ 地域防災計画改定等                       １９百万円（１９百万円）                 
・岡山市ＢＣＰ策定事業      ８百万円（８百万円） 

・地域防災計画の見直し  ５百万円（５百万円） 

・避難行動要支援者名簿作成  ５百万円（５百万円）  など 

■ 防災拠点の整備  １８億３７百万円（３億１５百万円）                 
・消防署所適正配置事業 

                  １６億９９百万円（３億１百万円） 

北消防署、北消防署建部出張所、西消防署吉備津出
張所 

・消防団分団機庫整備事業  ５５百万円（１５百万円） 

・中区役所整備事業（防災拠点施設） 

                        ８３百万円（０百万円） 

新規 

■ 防災関連施設整備                  ５７億４０百万円（６億９６百万円）                 
・橋梁長寿命化対策事業      ４億３０百万円（１億９百万円） 

・橋梁耐震補強事業  ３億９５百万円（１８百万円） 

・ため池等農地防災対策  １億５０百万円（４百万円） 

・河川防災対策  ２億８４百万円（２５百万円） 

・海岸保全施設整備事業  １億３１百万円（４５百万円） 

・都市防災対策（防災公園）（再掲）  ３８億５５百万円（４億４９百万円） 

 岡山西部総合公園（仮称） 

・公共下水道等の排水施設整備  ４億５０百万円（０百万円）  など 

拡充 

■ 避難所協定・整備                       ０．１百万円（０．１百万円）                 
協定避難所等へのシンボルマーク（夜光看板）の設置 
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■ ライフライン等確保                  ６１億６百万円（４７億５４百万円）                 

・水道施設耐震化事業 

           ５８億５２百万円（４７億３９百万円） 

・下水道施設耐震化事業 

                ２億５４百万円（１５百万円） 

■ 防災等啓発                               ８百万円（６百万円）                 

防災に対する意識を高めるため以下のような啓発活動を実施します。 

・実践的防災教育総合支援事業 

・岡山市防災キャンプ推進事業 

・防災対策の総合ガイドブックの作成 

・防災啓発冊子の作成 

・被害者想定の見直しを受けたハザードマップの修正 

■ 緊急情報網の整備                   ２億５６百万円（２億５６百万円）                 

・緊急告知FMラジオの整備等   ２百万円（２百万円） 

・消防救急無線デジタル化整備   ５６百万円（５６百万円） 

・クラウド型防災情報システム事業   ４百万円（４百万円） 

・庁内ＬＡＮシステムの再構築（運営経費）   １億９３百万円（１億９３百万円） 

■ 災害への対応                      ５億３９百万円（３億６０百万円）               

・住宅・建築物耐震改修等補助事業       ２億４１百万円（６２百万円） 

・総合防災訓練他   ８百万円（８百万円） 

・備蓄物資配備   ７２百万円（７２百万円） 

・自主防災組織の育成   ９百万円（９百万円） 

・海抜表示プレートの設置   １百万円（１百万円） 

・水害防止対策資機材の拡充   ２９百万円（２９百万円） 

・データセンターの活用による災害対策等事業   １億８０百万円（１億８０百万円） 

● 浸水対策事業             ５億１６百万円（６４百万円）                      

 近年のゲリラ豪雨等による浸水被害を防止するため以下の対策を講じます。 

・下水道による浸水対策事業   ４億４２百万円（０百万円） 

・浸水対策特別事業       ７４百万円（６４百万円） 

● 空き家問題に対する取組        ５７百万円（４３百万円）                      

 適切な管理が行われていない空き家等が地域住民の生活環境に影響を及ぼしていること

に鑑み、空き家等に関する施策を実施します。 

・空き家等の実態調査       ２７百万円（１４百万円） 

・空き家適正管理促進モデル事業       ３０百万円（２９百万円） 

新規 

新規 

拡充 

拡充 
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● 市有建築物の耐震化   ８５億８７百万円（１５億１７百万円）                      

 学校園をはじめとした市有建築物の耐震改修を推進し、安全・安心な教育環境と地域住民

の避難拠点を確保します。 

（単位：百万円）

学校園

市営住宅

保育園

児童館

公民館

コミュニティハウス

その他施設

別途検討施設

施設区分 実施内容
平成２６年度 増　　　減

棟数 予算額 棟数 予算額
平成２７年度

棟数 予算額
改修・改築 100 7,240128 7,780 28 540

△ 25
改修・改築 3 64 4 887 152

改修 13 25 △ 13

11
改修 28 39 △ 23 △ 3

10 14改修 2 3 8

0 909

△ 12
6 308

△ 10

0 0

合　　　　　　計 184 7,678

改修 25 281

改修 12 19

1

5 36
2 7

31 589

184 8,587

手法検討 1 9 7 0 2

● 救急救命士の教育体制構築事業（処置の高度化） 

                       ５百万円（５百万円） 
 救急救命士法施行規則の改正により、救急救命士が現場で行える処置の範

囲が拡大したことに伴い、対応できる人材を養成し、救命率の向上を図ります。 

● 消防ヘリコプター更新事業（ヘリテレ機上設備等架装） 

                        ３億２９百万円（２５百万円） 
 既存消防用ヘリコプターももたろうの更新整備にあわせ、新ヘリコプターにテレビ電送システ

ム（ヘリテレ）の機上設備等を整備します。 

● 消防法令違反の是正推進事業 

                       ２百万円（２百万円） 
 従来の「指導」に基づき是正を促す手法に加え、特に危険度が高く是正の急が

れる施設に対して、指導から違反処理への移行を適宜行うことにより、是正を積

極的に推進します。 

新規 

拡充 
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● 斎場整備事業           ３億１２百万円（１億５百万円）                      

 老朽化に伴う東山斎場の建替えと火葬需要の増加や災害時のリスク分散を図る観点から

新斎場を整備します。 

・東山斎場再整備事業   ２億５１百万円（４４百万円） 

・新斎場整備事業   ６１百万円（６１百万円） 

● 日本一犯罪の少ない政令市「おかやま」をめざす行動計画 

                           ２３百万円（１１百万円）                      

・防犯カメラ設置支援事業 

 不特定多数の人が利用する道路、公園等を撮影場所とした防犯カメラを設置する町内

会等住民団体に経費の一部補助を行います。 

  （補助率 ９／１０ 補助額上限 ３０万円／台） 

拡充 
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⑩ パートナーシップによる持続可能な都市づくり 

○将来を見据えた岡山市政の羅針盤となる新たな総合計画について、幅広い市民の皆

さんのご意見をお聞きしながら策定を進めます。平成２７年度は、長期的なまちづ

くりの基本理念や将来像を示す長期構想(仮称)を策定します。 

○市民が各地域において自主的に支え合う仕組みづくりと活動の支援に取り組むとと

もに、ボランティア・ＮＰＯとの協働や市民サービス拠点の整備を推進し、安全に

安心して住み続けられる住民主体の地域社会の実現を目指します。また、昨年開催

された「ＥＳＤに関するユネスコ世界会議」の成果等をいかし、持続可能な社会の

担い手の育成等に取り組みます。 

H27予算額（）書きは一般財源 

● 総合計画の策定              １２百万円（１２百万円）                      

 人口減少社会への突入、さらなる少子・高齢化の進展、自然災害への不安の増大など、岡

山市を取り巻く状況の変化に対応した新たな総合計画を策定します。 

 平成２７年度は、長期的な視点に立ち、岡山市のまちづくりの基本理念・将来像や市政運営

の基本方針等を示す「（仮称）長期構想」を策定します。 

● 市民協働推進モデル事業        １０百万円（１０百万円）                      

 複雑・多様化した地域社会の課題に、ＮＰＯ等との協働により効果的、効率的な市民サービ

スの提供を目指すモデル事業を行います。また、今までのモデル事業への助成に加え、新た

にニーズ把握調査事業についても助成対象とします。 

・市民協働推進モデル事業補助金   ８百万円（８百万円） 

 補助上限額 1件あたり上限２百万円  補助率 NPO提案型 ８／１０、行政提案型 １０／１０ 

 行政提案型については、本市より「健康寿命の延伸」についてのテーマを設定し、そのテー

マに沿った、課題解決を図る事業をモデル的に実施する予定です。 

・ニーズ把握調査事業補助金          ２百万円（２百万円） 

 １件あたり上限０．４百万円を助成 

新規 

拡充 

● 各区まちづくり推進事業         ７４百万円（７４百万円）                      

 ・区づくり推進事業補助金       ６２百万円（６２百万円） 

 より利用しやすいように拡充した区づくり推進事業補助金により、各区の特色を活かし

たまちづくりを区民と協働して推進していきます。 

 ・地域おこし協力隊によるまちづくり（再掲） 

   １１．４百万円（１１．４百万円）（１１ページ参照） 

 ・東区役所等跡地活用事業       ０．５百万円（０．５百万円）） 

新規 

拡充 

新規 

● ESD・市民協働推進センターによる参画促進 

                           １４百万円（１４百万円）                      

 ESD市民活動推進センターから、ESD・市民協働推進センターへと改組し、開所日も週３日

から週５日へ変更するなど、市の協働推進施策並びにESDプロジェクト促進施策を推進する

ための専門機関としてのセンター機能を強化して、「持続可能な岡山市づくりをすすめる協働

推進事業」、「地域協働支援事業」及び「ESDプロジェクト普及・促進事業」を実施します。 

拡充 

新規 

拡充 
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● 公共施設等マネジメント推進事業                                            

                      １億３１百万円（１億３１百万円）                      

 将来的な人口減少と少子高齢化が見込まれる中、施設需要の変化が予想されることから、

インフラも含めた公共施設の統廃合や長寿命化、公民連携等によるマネジメントを推進する

ことによって、財政負担の軽減や平準化を図るとともに公共施設等の最適な配置を実現しま

す。 

● 固定資産台帳整備事業         ６０百万円（６０百万円）                      

 市が保有する全ての資産を網羅的に管理する固定資産台帳の整備を進めます。 

● 市民サービス窓口・拠点の再編                                                   

  １０億２２百万円（１億３５百万円）                      

・中区役所整備事業   ５億３百万円（４３百万円） 

・操山地区公民館整備事業(再掲)   ３５百万円（３百万円）（１５ページ参照） 

・吉備公民館・吉備地域センター整備事業   ４億３４百万円（８３百万円） 

・西消防署吉備津出張所・高松地域センター整備事業   ４８百万円（６百万円） 

新規 

● 社会保障・税番号制度導入に向けた対応 

                           ８億円（３億５３百万円）                      

 社会保障・税番号制度の円滑な導入のため、地方公共団体等との間で適正に情報連携す

るための情報システム改修、特定個人情報保護評価、特定個人番号の利用等に関する条例

の制定、個人番号カードを利用した住民票等のコンビニ交付の準備等を進めます。 

・既存システム等の社会保障・税番号制度に対応するための経費 

                                ７億７４百万円（３億２７百万円） 

・住民票の写しなどのコンビニ交付への対応に係る経費   ２６百万円（２６百万円） 

● 地域猫活動支援事業         １．２百万円（１．２百万円）                      

 所有者のいない猫による地域トラブルを改善するため、平成２４年度からモデル事業として

実施してきた本事業を平成２７年度より本格実施します。 

拡充 

● ご当地プレートの作成費         ２百万円（２百万円）                      

 原動機付自転車等のご当地プレートを作成し、岡山市の都市イメージや好感度の向上及び

市民の郷土愛の醸成を図ります。 

新規 

・共通基盤システム 

・市税システム 

・料金滞納整理支援システム 

・内部管理システム（人事給与） 

・住民記録システム 

・子ども・子育て支援システム 

・児童扶養手当システム 

・児童相談システム 

・福祉総合システム 

・保健管理システム 

・後期高齢者医療システム 

・介護保険システム 

・国民健康保険システム 

・国民年金システム 

・公営住宅管理システム 

拡充 
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● 岡山ESDプロジェクト推進事業     ７４百万円（５６百万円）                      

 平成２７年度以降は、当面市が中心となって「新岡山ESDプロジェクト基本構想」に沿って、

地域でのESDの推進と、国内外とのネットワークづくりを推進します。また、ユネスコが策定し

た今後のESD推進計画「グローバル・アクション・プログラム」の優先行動分野「若者」と「地域

コミュニティ」を中心に市民の活動を活性化する取組を推進します。 

■ 学校教育や社会教育等へのESDの浸透の取り組み    ６１百万円（５２百万円） 

・岡山ESDプロジェクトによるESD推進事業  １５百万円（１５百万円） 

・岡山ESDアワード(優秀事例の表彰）の実施   ２百万（２百万） 

・国内外のステークホルダーとの交流推進など 

・ユネスコスクール推進事業（再掲） 

      １６百万円（７百万円）（１５ページ参照） 

・ESD・市民協働推進センターによる参画促進（再掲） 

     １４百万円（１４百万円）（３０ページ参照） 

・公民館ESD活動推進事業（再掲） 

      ５百万円（５百万円） 

        （１５ページ参照） 

 

■ 「ESD見える化」推進事業                      １３百万円（４百万円） 

 「持続可能な社会づくり」に係る様々な分野の活動について、ＥＳＤの考え方を「見える

化」しながら推進します。 

■ 環境保全に係る学び                           ３百万円（３百万円） 

・ライトダウンキャンペーンの実施   ０．８百万円（０．８百万円） 

・エコドライブ講習会の実施   ０．５百万円（０．５百万円） 

■ 国際理解に係る学び                           １０百万円（１百万円） 

・オリエント美術館におけるＥＳＤ活動事業   ９百万円（０百万円） 

・おかやまイングリッシュビレッジ事業   １百万円（１百万円） 

■ 防災に係る学び                        ０．３百万円（０．３百万円） 

・岡山市防災まちづくり学校   ０．３百万円（０．３百万円） 

拡充 

● 貯金事務センター跡地活用事業 

                        １１億５２百万円（－百万円）                      

 貯金事務センター跡地は、市庁舎等の再整備を含む将来的な事業の活用が見込まれ、当

面の間は民間活力を活かし、駐車場の確保等、有効活用を図るとともに、災害時等における

活用を行います。 

新規 

● 電子町内会推進事業             ５百万円（５百万円）                      

 電子町内会は、誰でも閲覧できる町内会ページであり、情報交換等により町内会内の交流

を行い、市民の情報化の推進を目指しています。平成２９年１月にサーバのリース期間満了

に合わせて、全面的なシステム更改・運用保守を行います。 

拡充 
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「社会保障と税の一体改革」の影響 

●岡山市における増収額及びその使途

○　増　収　額

○　使　　　途 （単位：百万円）

　　　社会保障の充実経費

○ 子ども・子育て支援新制度への対応等　７６０百万円

○ 低所得者保険料軽減措置の拡充　１６８百万円

○ 医療・介護サービスの提供体制の拡充　７８百万円

○ 難病・小児慢性特定疾病への対応　３６百万円

○ 社会的養護の充実　１０百万円

　平成２６年度からの消費税率の引上げに伴う増収分は、国・地方とも全
て社会保障の充実と安定化に使われます。

区　　　分 H26.3.31以前 H26.4.1以降 引上げ率 備　　　考

消　費　税 4.0% 6.3% 2.3%

地方消費税 1.0% 1.7% 0.7%

8.0% 3.0%

地方消費税交付金

区　　　　　分

合　　　計 5.0%

消費税率引上げによる影響額

５０億７３百万円

区　　分 事　業　費

財　　　　　　　　　　　　源

特定財源

一　　般　　財　　源

社会保障財源化分の
地方消費税交付金

そ　の　他

老人福祉費 9,843 1,321 471 8,051

社会福祉費 38,690 15,374 1,749 21,567

22,638 1,786 16,797

生活保護費 24,394 17,609 365 6,420

国増収見込額　　  　　約６．８兆円

地方増収見込額　　　 約６．８兆円

国・地方増収見込額　約１３．６兆円

（注）　地方消費税交付金の充当の主なものは、以下のとおりです。

保健衛生費 11,485 1,112 702 9,671

合　　計 125,633 58,054 5,073 62,506

児童福祉費 41,221
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平成２７年度当初予算編成過程の見える化 

　(単位：百万円)

教　　育　　費

災害復旧費

公　　債　　費

予　　備　　費

議　　会　　費

総　　務　　費

民　　生　　費

衛　　生　　費

労　　働　　費

農林水産業費

商　　工　　費

土　　木　　費

消　　防　　費

１．会計別予算額

区　　　　　　分

平成27年度 平成27年度 平成26年度
増　減　額

当初要求額 当初予算額（案） 当初予算額

　平成２７年１月１９日に公表済みの当初予算要求額に対する当初予算
額（案）を公表します。

(Ａ) (Ｂ) （Ｃ） (Ｂ）－(Ｃ)

特　　別　　会　　計 194,692 193,165 188,880 4,285 △ 1,527

一　　般　　会　　計 288,021 284,806 280,727 4,079 △ 3,215

(参　考）

(Ｂ)－(Ａ）

合　　　　　計 552,813 547,624 540,728 6,896 △ 5,189

事　　業　　会　　計 70,100 69,653 71,121 △ 1,468 △ 447

２．一般会計（款別）予算額

(単位：百万円)

区　　　　　　分

平成27年度 平成27年度 平成26年度
増　減　額

当初要求額 当初予算額（案）

△ 1

22,316 21,417 20,735 682 △ 899

当初予算額

(Ｂ) （Ｃ） (Ｂ）－(Ｃ)

1,298 1,297 1,242 55

(Ａ)

(参　考）

(Ｂ)－(Ａ）

115,265 114,609 113,250 1,359 △ 656

27,181 26,943 26,026 917 △ 238

205 199 236 △ 37 △ 6

6,354 6,338 6,091 247 △ 16

1,486 1,394 1,965 △ 571 △ 92

45,051 44,507 43,306 1,201 △ 544

9,382 9,316 8,715 601 △ 66

26,663 25,967 24,381 1,586 △ 696

0 0 0 0 0

32,620 32,619 34,580 △ 1,961 △ 1

200 200 200 0 0

合　　　　　　　計 288,021 284,806 280,727 4,079 △ 3,215
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（１）特別会計予算額

○主な増減（対前年当初予算比）

国民健康保険費
介護保険費 介護保険給付費の増　＋2,610　（H26　53,623　H27　56,233）　
公共用地取得事業費貯金事務センター跡地取得事業　＋1,152　

（２）事業会計予算額

○主な増減（対前年当初予算比）

水道事業会計 新会計基準適用初年度で退職給付引当金一括計上分の皆減　△1,764

※事務事業別要求・査定状況は、別紙２のとおり。

当初予算額（案） 当初予算額

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ) (Ｂ)－(Ｃ)

３．特別会計・事業会計予算額

(単位：百万円)

区　　　　　　分

平成27年度 平成27年度 平成26年度
増　減　額 (参　考)

当初要求額

用品調達費 38 38 40 △ 2 0

（Ｂ）－（Ａ）

国民健康保険費 88,303 88,142 74,772 13,370 △ 161

災害遺児教育年金事業費 14 14 14 0 0

住宅新築資金等貸付事業費 35 35 34 1 0

財産区費 7 7 8 △ 1 0

公共用地取得事業費 1,272 1,272 718 554 0

母子父子寡婦福祉資金貸付事業費 166 166 153 13 0

学童校外事故共済事業費 13 13 13 0 0

介護保険費 60,235 58,874 56,188 2,686 △ 1,361

駅元町地区市街地再開発事業費 442 441 443 △ 2 △ 1

公債費 33,926 33,925 36,028 △ 2,103 △ 1

後期高齢者医療費 8,080 8,077 7,785 292 △ 3

合　　　　　　　計 194,692 193,165 188,880 4,285 △ 1,527

岡山市立総合医療センター病院事業債 2,161 2,161 12,684 △ 10,523 0

国民健康保険制度の改正に伴う県単位の保険財政共同安定化事業拠出金の増 　＋10,865

岡山市立総合医療センター
病院事業債

新市民病院建設等に係る病院事業債の減　△10,452

(単位：百万円)

区　　　　　　分

平成27年度 平成27年度 平成26年度
増　減　額 (参　考)

(Ｂ)－(Ｃ) （Ｂ）－（Ａ）

病院事業会計 56 56 56 0 0

当初要求額 当初予算額（案） 当初予算額

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ)

工業用水道事業会計 301 295 298 △ 3 △ 6

水道事業会計 23,184 23,090 24,740 △ 1,650 △ 94

下水道事業会計 45,539 45,199 44,990 209 △ 340

市場事業会計 1,020 1,013 1,037 △ 24 △ 7

合　　　　　　　計 70,100 69,653 71,121 △ 1,468 △ 447
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国の経済対策による前倒し事業一覧 

 国の「地方への好循環拡大に向けた緊急経済対策」により、以下の事業については

平成２７年度当初予算要求額から、平成２６年度２月補正へ前倒しを検討中です。 

区分 事業名 内容

企画調整事務費 市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定

都心創生事業費 旧内山下小学校を活用したにぎわい創出事業

地域保健企画調整事業費
（ええとこ発見図）

ウォーキングルートや地域のおすすめスポットなどを盛り込んだマップを作成

子育てパパ・プレパパ応援事業 父親の育児参加に対する意識改革を推進

中小企業情報発信事業
中小企業の自社製品のＰＲ方法等について、セミナー開催からコンテンツ制作を
含めた形で支援

販路開拓・ハンズオン支援事業
市内の中小企業者が、初めて県外で開催される見本市等へ出展する場合に専
門家によるアドバイスを実施

国内プロモーション
国内で本市の魅力を売り込み知名度や都市イメージの向上を図ることにより、観
光客・コンベンション・企業誘致・特産物の販路拡大等を図る

農産物販路開拓事業
市内の農業者に対し、首都圏等への販路開拓を支援するとともに、本市の農畜
産物を全国にPRする

観光案内看板修繕 老朽化した観光案内看板等を修繕し、多国語対応

観光プロモーション
国内、海外においてプロモーションを実施し、特産品の販路拡張、観光誘客の増
加を図る

地産地消推進事業
地場産農水産物の周知や販路の拡大を行い、消費拡大及び「食」による地域の
活性化を図る

社会保障・税番号制度関係事務費
社会保障・税番号制度に係る中間サーバ整備費の地方公共団体情報システム
機構負担金

基幹業務システム最適化事業
共通基盤システムの社会保障・税番号制度への対応
（団体内統合宛名システム構築及びシステム連携・改修等）

戸籍住民基本台帳事務費 住民基本台帳システムの社会保障・税番号制度への対応

不動産担保型生活資金貸付事業補助金 要保護世帯向け不動産担保型生活資金貸付事業

母子保健普及啓発
妊娠・出産に対する小冊子の配布を通じて、妊孕（よう）性についての正しい知識
の普及を行う

感染症予防費 西アフリカでエボラ出血熱（1類感染症）の流行を受けての対応

学校耐震改修整備事業 学校耐震改修整備

下水道の長寿命化・地震対策 下水道の長寿命化・地震対策

地
方
創
生
関
係

そ
の
他
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■　歳　入 （単位：千円）

増減額 増減率(%)

A B A-B (A-B)/B

市税 112,141,294 111,034,330 1,106,964 1.0 39.4 39.6 

地方譲与税 2,609,000 2,665,000 △ 56,000 △ 2.1 0.9 1.0 

利子割交付金 237,000 276,000 △ 39,000 △ 14.1 0.1 0.1 

配当割交付金 975,000 467,000 508,000 108.8 0.4 0.2 

株式等譲渡所得割交付金 373,000 42,000 331,000 788.1 0.1 0.0 

地方消費税交付金 12,320,000 8,121,000 4,199,000 51.7 4.3 2.9 

ゴルフ場利用税交付金 119,000 132,000 △ 13,000 △ 9.8 0.1 0.1 

自動車取得税交付金 391,000 338,000 53,000 15.7 0.1 0.1 

軽油引取税交付金 4,960,000 4,977,000 △ 17,000 △ 0.3 1.7 1.8 

国有提供施設交付金 75,000 79,000 △ 4,000 △ 5.1 0.0 0.0 

地方特例交付金 375,000 377,000 △ 2,000 △ 0.5 0.1 0.1 

地方交付税 23,000,000 23,900,000 △ 900,000 △ 3.8 8.1 8.5 

交通安全対策特別交付金 359,000 396,000 △ 37,000 △ 9.3 0.1 0.1 

分担金及び負担金 4,402,308 4,731,784 △ 329,476 △ 7.0 1.6 1.7 

使用料及び手数料 5,767,974 5,901,685 △ 133,711 △ 2.3 2.0 2.1 

国庫支出金 51,284,455 51,053,796 230,659 0.5 18.0 18.2 

県支出金 12,208,515 10,950,233 1,258,282 11.5 4.3 3.9 

財産収入 712,852 562,779 150,073 26.7 0.3 0.2 

寄附金 23,290 21,790 1,500 6.9 0.0 0.0 

繰入金 6,289,943 6,478,261 △ 188,318 △ 2.9 2.2 2.3 

繰越金 300,000 300,000 0 0.0 0.1 0.1 

諸収入 2,799,661 2,814,601 △ 14,940 △ 0.5 1.0 1.0 

市債 43,082,600 45,108,000 △ 2,025,400 △ 4.5 15.1 16.1 

合　　　　計 284,805,892 280,727,259 4,078,633 1.5 100.0 100.0 

■　歳　出 （単位：千円）

増減額 増減率(%)

A B A-B (A-B)/B

議会費 1,296,590 1,241,655 54,935 4.4 0.5 0.4 

総務費 21,417,147 20,734,926 682,221 3.3 7.5 7.4 

民生費 114,609,128 113,249,635 1,359,493 1.2 40.2 40.3 

衛生費 26,943,473 26,025,821 917,652 3.5 9.5 9.3 

労働費 198,671 236,352 △ 37,681 △ 15.9 0.1 0.1 

農林水産業費 6,337,506 6,091,236 246,270 4.0 2.2 2.2 

商工費 1,394,156 1,965,037 △ 570,881 △ 29.1 0.5 0.7 

土木費 44,507,367 43,306,359 1,201,008 2.8 15.6 15.4 

消防費 9,315,504 8,714,794 600,710 6.9 3.3 3.1 

教育費 25,967,194 24,381,112 1,586,082 6.5 9.1 8.7 

災害復旧費 0 0.0 0.0 0.0 

公債費 32,619,156 34,580,332 △ 1,961,176 △ 5.7 11.4 12.3 

予備費 200,000 200,000 0 0.0 0.1 0.1 

合　　　　計 284,805,892 280,727,259 4,078,633 1.5 100.0 100.0 

歳

出

歳

入

款 別
27年度当初 26年度当初

差 引 増 減 構 成 比 (%)

27年度
当　 初

26年度
当　 初

款 別
27年度当初 26年度当初

差 引 増 減 構 成 比 (%)

27年度
当　 初

26年度
当　 初

一般会計歳入・歳出

－ －
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（単位：千円）

増減額 増減率(%)

A B A-B (A-B)/B

国民健康保険費 88,141,508 74,771,900 13,369,608 17.9 

用品調達費 38,000 40,000 △ 2,000 △ 5.0 

住宅新築資金等貸付事業費 34,586 33,901 685 2.0 

災害遺児教育年金事業費 13,808 13,676 132 1.0 

公共用地取得事業費 1,271,890 717,554 554,336 77.3 

財産区費 7,167 8,395 △ 1,228 △ 14.6 

学童校外事故共済事業費 12,885 13,129 △ 244 △ 1.9 

母子父子寡婦福祉資金貸付事業費 166,513 153,450 13,063 8.5 

駅元町地区市街地再開発事業費 440,900 442,980 △ 2,080 △ 0.5 

介護保険費 58,874,201 56,188,361 2,685,840 4.8 

後期高齢者医療費 8,077,560 7,785,159 292,401 3.8 

公債費 33,925,343 36,027,595 △ 2,102,252 △ 5.8 

2,160,922 12,683,472 △ 10,522,550 △ 83.0 

193,165,283 188,879,572 4,285,711 2.3 

（単位：千円）

増減額 増減率(%)

A B A-B (A-B)/B

病院事業会計 55,646 55,761 △ 115 △ 0.2 

水道事業会計 23,090,000 24,740,000 △ 1,650,000 △ 6.7 

工業用水道事業会計 295,000 298,000 △ 3,000 △ 1.0 

市場事業会計 1,013,879 1,037,310 △ 23,431 △ 2.3 

下水道事業会計 45,198,738 44,989,807 208,931 0.5 

69,653,263 71,120,878 △ 1,467,615 △ 2.1 

  　　

会 計 別
27年度当初 26年度当初

差 引 増 減

合　　　　計

合　　　　計

会 計 別
27年度当初 26年度当初

差 引 増 減

岡山市立総合医療センター病院事業債

特別会計

事業会計
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■　一般会計 (単位：百万円）

予算額 予算額
A B A - B (A-B)/B

人件費 46,252 16.2 44,923 16.0 1,329 3.0

扶助費 74,533 26.2 74,932 26.7 △ 399 △ 0.5

公債費 32,581 11.4 34,543 12.3 △ 1,962 △ 5.7

153,366 53.8 154,398 55.0 △ 1,032 △ 0.7

普通建設事業費 47,315 16.6 46,059 16.4 1,256 2.7

補助事業費 19,747 6.9 20,440 7.3 △ 693 △ 3.4

単独事業費 26,094 9.2 23,325 8.3 2,769 11.9

国直轄事業負担金 1,474 0.5 2,294 0.8 △ 820 △ 35.7

災害復旧事業費 0 0.0

47,315 16.6 46,059 16.4 1,256 2.7

物件費 33,635 11.8 31,399 11.2 2,236 7.1

維持補修費 4,215 1.5 3,847 1.4 368 9.6

補助費等 18,957 6.7 18,747 6.7 210 1.1

繰出金 24,635 8.6 23,445 8.3 1,190 5.1

投資及び出資金 2,182 0.8 2,248 0.8 △ 66 △ 2.9

その他 501 0.2 584 0.2 △ 83 △ 14.2

84,125 29.6 80,270 28.6 3,855 4.8

284,806 100.0 280,727 100.0 4,079 1.5

■　普通会計 (単位：百万円）

予算額 予算額
A B A - B (A-B)/B

人件費 46,256 16.0 44,927 15.2 1,329 3.0

扶助費 74,538 25.8 74,938 25.5 △ 400 △ 0.5

公債費 33,766 11.7 35,871 12.2 △ 2,105 △ 5.9

154,560 53.5 155,736 52.9 △ 1,176 △ 0.8

普通建設事業費 48,567 16.9 46,759 15.9 1,808 3.9

補助事業費 19,747 6.9 20,440 6.9 △ 693 △ 3.4

単独事業費 27,346 9.5 24,025 8.2 3,321 13.8

国直轄事業負担金 1,474 0.5 2,294 0.8 △ 820 △ 35.7

災害復旧事業費 0 0.0

48,567 16.9 46,759 15.9 1,808 3.9

物件費 33,645 11.7 31,408 10.7 2,237 7.1

維持補修費 4,215 1.4 3,847 1.3 368 9.6

補助費等 18,970 6.6 18,761 6.4 209 1.1

繰出金 24,407 8.5 23,216 7.9 1,191 5.1

貸付金 1,491 0.5 11,870 4.0 △ 10,379 △ 87.4

その他 2,596 0.9 2,727 0.9 △ 131 △ 4.8

85,324 29.6 91,829 31.2 △ 6,505 △ 7.1

288,451 100.0 294,324 100.0 △ 5,873 △ 2.0

そ
の
他
の
経
費

計

合 計

伸び率(%)
構成比(%) 構成比(%)

義
務
的
経
費 計

投
資
的
経
費

計

増減額

合 計

区 分
27年度当初 26年度当初

義
務
的
経
費 計

投
資
的
経
費

計

そ
の
他
の
経
費

計

区 分
27年度当初 26年度当初

増減額 伸び率(%)
構成比(%) 構成比(%)

予算性質別経費

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －
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■　基金の状況 （単位：百万円）

18,373 4,364 3,680 19,057 79 3,910 15,226 

1,377 8 1,385 13 1,398 

19,750 4,372 3,680 20,442 92 3,910 16,624 

10,779 27 2,000 8,806 38 2,000 6,844 

(注1）平成26年度の財政調整基金の積立金には、平成25年度決算剰余金の積み立て4,300百万円を含む

(注2）市債調整基金は、満期一括償還地方債の元金償還に係る積立額及び取崩額を除いたもの

■　地方債残高の状況 （単位：百万円）

(168,568) (21,204) (26,250) (173,614) (20,406) (23,083) (176,291)

280,820 30,316 48,328 298,832 28,721 43,083 313,194

特別会計 3,787 1,194 11,585 19,874 915 1,204 20,163

284,607 31,510 59,913 318,706 29,636 44,287 333,357

270,705 16,279 14,573 263,321 16,654 12,027 258,694

555,312 47,789 74,486 582,027 46,290 56,314 592,051

(170,245) (22,274) (37,835) (191,484) (21,195) (24,287) (194,576)

282,523 31,391 59,913 316,723 29,516 44,287 331,494

(注1）　「26年度中見込」の「借入額」欄は、平成25年度からの繰越事業分を含む。

(注2）　(　）内は、減税補てん債、臨時財政対策債等１００％交付税算入される起債を除いたもの。

(注4）　市民病院等の地方独立行政法人移行に伴い、病院事業会計分を病院事業債特別会計へ移行。

(注5）　「26年度末残高見込」欄は、指定都市移行に伴い県から承継した母子父子寡婦福祉資金貸付事業に係る債務を含む。

(注3）　元金償還金は、満期一括償還地方債の償還財源に充てるため市債調整基金に積み立てた額を含み、
　　　　基金から繰入れて満期一括償還した額は除く

一般会計

小　　　　計

事 業 会 計

合　　　　計

（再掲）普通会計

27 年 度 中 見 込
27年 度
当 初 後
残高見込

元 金
償 還 金

借　入　額
元 金
償 還 金

当 　　初
借 入 額

25年度末
残　　　高

区 分
25年度末
残　　　高

26 年 度 中 見 込
26年度末
残高見込

財 政 調 整 基 金

市 債 調 整 基 金

合　　　　計

公共施設等整備基金

区 分

26 年 度 中 見 込
26年度末
残高見込

27 年 度 中 見 込 27年 度
当 初 後
残高見込積 立 金 取　崩　額 積 立 金

当 　　初
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基金及び地方債現在高の状況

－ －



 

 


